
JP 6228598 B2 2017.11.8

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　湾曲された形状を有する波長変換層、及び
　前記波長変換層に向かって光を発する光源、
を有する照明装置であって、
　前記波長変換層は、式：Ｒ（φ）＝ｋ・ｃｏｓ１／２（φ）±Ｄによって前記光源に中
心をとった極座標系において与えられる曲線であって、ここでｋは定数、φは前記光源の
光軸に対する角度、ｃｏｓ（φ）は前記光源の光度プロファイルを規定しており、Ｄはゼ
ロから前記曲線の最大値Ｒｍａｘの２０％までにわたる偏差である、曲線において、前記
光源を通って延在していると共に前記光源の光軸と平行の平面と交差している、照明装置
。
【請求項２】
　前記波長変換層は、少なくともφ＝－３０°からφ＝３０°において前記曲線と交差し
ている、請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　前記波長変換層は、大きくともφ＝－８０°からφ＝８０°において前記曲線と交差し
ている、請求項１に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記定数（ｋ）は、間隔０．００５から０．０２メートル内に含まれる値を有する、請
求項１乃至３の何れか一項に記載の照明装置。
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【請求項５】
　前記光源は、ランバーティアン様の分布を有する光を発する、請求項１乃至４の何れか
一項に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記波長変換層は、拡散手段を有する、請求項１乃至５の何れか一項に記載の照明装置
。
【請求項７】
　記光源及び前記波長変換層を囲んでいるエンベロープを更に有する、請求項１乃至６の
何れか一項に記載の照明装置。
【請求項８】
　間隙が前記波長変換層と前記エンベロープとの間に規定されている、請求項７に記載の
照明装置。
【請求項９】
　前記波長変換層の前記エンベロープに面している表面は、平坦ではない表層構造を有す
る、請求項７又は８に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記照明装置は、直線型の照明装置である、請求項１乃至９の何れか一項に記載の照明
装置。
【請求項１１】
　前記波長変換層は細長く、前記平面は前記波長変換層の長手方向に対して垂直である、
請求項１０に記載の照明装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般には、遠隔波長変換層を有する照明装置の分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　蛍光体のような、波長変換材料は、発光ダイオード（ＬＥＤ）ベースの光源の色を調整
するのに使用される。青色ＬＥＤと組み合わせた蛍光体は、白色光を生じるために使用さ
れる。蛍光体の種類及び変換の量に依存して、前記色は、所望の色（例えば、冷たい白色
又は暖かい白色）を達成するように調整されることができる。白色光は、透過された（変
換されていない）青色光及び変換された（しばしば黄色がかった）光との組合せによって
生じる。
【０００３】
　前記蛍光体が、ＬＥＤから、離れた、即ちある距離における基板又は層に配されている
場合、これはリモート・フォスファー層と呼ばれる。このようなリモート・フォスファー
層は、照明装置の外側のエンベロープ内に直接的に設けられる又は前記エンベロープ内の
別の層として設けられることができる。このような照明装置の例は、中華人民共和国特許
第２０１６０６６９５号及び欧州特許第２２９３３５５号に示される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　リモート・フォスファー層に関する問題は、射出面（即ち光が発されるリモート・フォ
スファー層の表面）から発される光の色分布が不均一になり得ることである。これは、特
に、例えば、湾曲されたエンベロープ内に青色ＬＥＤ及び蛍光体の混合を有するＬＥＤベ
ースの管ランプであって、黄色の線が、当該ランプの光軸に対して±９０℃に近い角度に
おいて、前記エンベロープのエッジにおいて見える、ＬＥＤベースの管ランプの場合であ
る。
【０００５】
　本発明の目的は、この問題を解決すると共に、波長変換層における発された光のより均
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一な色分布を照明装置に提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の見地によれば、この目的及び他の目的が、添付の独立請求項において規定され
ている照明装置により達成される。本発明の実施例は、添付の従属請求項において規定さ
れている。
【０００７】
　本発明の見地によれば、照明装置が提供される。当該照明装置は、湾曲された形状を有
する波長変換層と前記波長変換層に向かって光を発する光源とを有する。
前記波長変換層は、式１： 
【数１】

によって光源に中心をとった極座標系において与えられる曲線において、与えられる曲線
において、前記光源を通って延在していると共に、前記光源の光軸と並行である平面と交
差する。ここで、ｋは定数、φは光軸に対する角度、Ｉ（φ）は光源の光度プロファイル
を規定している関数、Ｄは前記曲線のゼロから最大値Ｒｍａｘの２０％にわたる偏差であ
る。
【０００８】
　波長変換層を規定する他の仕方は、波長変換層の形状の外形が、式１において表される
光源を中心とした極座標系における半径Ｒの曲線によって規定されることであり、ここで
、ｋは定数、φは光軸に関する角度、Ｉ（φ）は光源の光度プロファイルを規定している
関数、Ｄはゼロから前記曲線の最大値（Ｒｍａｘ）の２０％にわたる偏差である。
【０００９】
　本発明者らは、従来技術の照明装置において得られる不均一な色分布は、光源による波
長変換層の不均一な照射によって生じていることを認識した。ＬＥＤのような光源は、し
ばしば、ランバーティアン様の光分布のパターンを有し、このことは、光度が、光源の真
上又は前である発光方向の前方へ発光方向に向かう主要部（the main）において高い、即
ち横方向の方向におけるよりも、光源が取り付けられているベースに対向する点において
高いことを意味する。典型的には線型の照明装置において使用されている従来の半円形の
波長変換層を使用する場合、波長変換層のより少なく照明されるエッジ又はエッジの付近
の領域は、
前記波長変換層の前記波長変換層の光源が配されることができる低いベースに対して中間
又は上方の部分に対応するより多く照明される領域と比較して、僅かに異なる色を有する
。より少なく照明されるエッジは前記波長換算材料の色により近い色を有し、多く照明さ
れる領域は、よりＬＥＤの色に向かう色を有する。例えば、１つ以上の青色ＬＥＤ及び黄
色の蛍光体が使用される場合、前記波長変換層のエッジは、湾曲された波長変換層の上部
よりも黄色に近いように見え、前記湾曲された波長変換層の上部はより青色に近いように
見える。
【００１０】
　前記波長変換層の照度Ｅは、前記光源と前記波長変換層との間の距離Ｒと光度プロファ
イルI（φ）とに依存し、このプロファイルは、式：
【数２】

により、前記光源の光軸に対する光路の角度φに依存する。
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【００１１】
　照度Ｅが一定に保持される代わりに、距離Ｒが前記角度の関数として変化することが可
能にされている場合、前記波長変換層の曲線形状を規定する式が得られ、前記波長変換層
は前記光源の光度分布プロファイルに適応化されていない従来の波長変換層と比較してよ
り均一に照明される。従って、前記距離は、
【数３】

として規定されることができる。
【００１２】
　式３は、より均一な照度を得るために及びこれにより均一な照度と、波長変換層におけ
るより均一な又はより水平な（more out leveled）色の勾配とを得るために、これに波長
変換層の形状が基づき得る曲線を規定している。
【００１３】
　本発明は、光源から波長変換層までの距離が、光度がより低い角度φにおいてより短く
、光度がより高い角度φにおいてより長くなるように、波長変換層の曲線の形状を光源の
光度分布に適応化させる概念を使用している。式１により規定される波長変換層の曲線の
形状は、光源の光度分布パターンに適応化されており、これにより、前記波長変換層は、
より均一に照明される。
従って、
【００１４】
　従って、本発明は、照明装置が波長変換層にわたって発される光のより均一な色分布を
提供するという点において有利であり、色の勾配及びアーチファクトに関するリスクは、
低減される。更に、照明装置の遠距離場光度は、より均一に照明された波長変換層のため
、より同一である。
【００１５】
　曲線の形状に基づいた光度プロファイルｌ＊I（φ）１／２から、式１における±Ｄに
より規定される偏差が想定されることができる一方で、従来技術と比較して波長変換層の
より均一な照度を提供する。ゼロから曲線の最大値Ｒｍａｘの２０％にわたる偏差Ｄが一
定でも良く又は角度φによって異なっても良いことが理解されるであろう。好ましくは、
偏差Ｄは、ゼロから曲線Ｒｍａｘの最大値の１０％まで、好ましくは５％までにわたり得
る。代替的には、ＤはＲ（φ）の０から２０％まで変動し得る偏差である。
【００１６】
　前記波長変換層が交差する平面は、仮想上の、即ち架空の平面であって、光源を通って
延在していると共に前記光源の光軸と実質的に平行である平面であることが理解されるで
あろう。更に、本開示において、光軸は、光源を通って延在していると共に前記光源の主
な前方の発光方向と平行である軸であっても良く、典型的には、特に、ＬＥＤの場合、発
される光の強度が最も高い方向である。
【００１７】
　一実施例によれば、前記波長変換層は、式４：
【数４】

によって前記光源に中心をとった極座標系において与えられる曲線によって、平面と交差
し得る。
【００１８】
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　ランバート型の光源の場合、光度プロファイルは、式５：
【数５】

として規定されることができ、Ｉ０は、φ＝０における光源の光度である。式５を式２に
組み込むと、従来の半円形の波長変換層の最大照度Ｅｍａｘは、φ＝０の近くにおいて、
前記光源に対向して又は前記光源の前に位置され、前記エッジにおける照度は、φ＝±９
０°の近くにおいて、無視でき、実質的にゼロであることが分かる。本実施例によれば、
波長変換層の曲線の形状は、ランバート型の光源の光度分布プロファイルに適応化されて
いる。式５を式３に組み込むと、式６：

【数６】

によって距離の定義が与えられる。
【００１９】
　式６は、波長変換層の形状が、好ましくは、波長変換層のより均一な照度及びこれによ
る波長変換層のより均一な、即ちより水平な色の勾配を得るために、ランバート型の光源
と組み合わされて使用されることができるコサイン・ベースの曲線を規定している。項（
Ｉ０／Ｅ）１／２は定数ｋとして表されても良く、これにより式４は、前記波長変換層の
好ましい曲線の形状を規定するために設けられている。
【００２０】
　本発明の一実施例によれば、前記波長変換層が、少なくともφ＝－３０°からφ＝３０
°、好ましくは少なくともφ＝－６０°からφ＝６０°、更に好ましくは少なくともφ＝
－７５°からφ＝７５°において、式１又は式４により規定される曲線と交差することが
できる。従って、前記波長変換層の相当な、好ましくは主な部分が、式１又は式４によっ
て与えられる曲線に沿っており、従って前記波長変換層は、従来技術の波長変換層と比較
してより均一に照明される。
【００２１】
　本発明の一実施例によれば、前記波長変換層は、大きくともφ＝－８０°からφ＝８０
°において曲線と交差し得る。本実施例は、前記波長変換層から前記光源までの最も近い
距離が増大され、これにより前記波長変換材料のより高い化学的な安定性が得られる点に
おいて有利である。従って、前記波長変換層は、前記光源と波長変換層のエッジとの間の
空間を出て、前記光源まで全て延在していなくても良い。このことは、光源の非常に近く
に位置されている前記波長変換層は、前記光源により生成される熱及び前記光源からの高
いエネルギによって徐々に劣化する傾向にあるので、有利である。
【００２２】
　一実施例において、定数ｋは間隔０．００５～０．０２メートル内に含まれている値を
有し得て、光源としてφ＝０において約５ｌｍから２００ｌｍの光度を有するＬＥＤを使
用する場合、メールにおいて規定される、前記波長変換層の適切な形状をもたらす。好ま
しくは、定数ｋは、より高い光度を有する光源を使用する場合により高いものであり得る
と共に、より低い光度を有する光源を使用する場合に低いものであり得る。例えば、定数
ｋの値は、式７：
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【数７】

によってφ＝０における所望の照度Ｅ及び光源の光度Ｉ０に基づいて決定されることがで
きる。
【００２３】
　一例として、約５０ｌｍ／ＬＥＤの光度を有するＴ８ ＬＥＤを使用する場合、定数ｋ
は、好ましくは約０．０１２７メートルであり得る。
【００２４】
　本発明の一実施例によれば、前記光源は、ランバーティアン様の分布を有する光を発す
るように構成されることができ、このことは、前方の発光方向における、横方向における
ものよりも高い光度を意味する。光源は、例えば、ランバート型の光源であっても良い。
本実施例は、波長変換層の形状及び光源の光分布は、互いに対して良好に適応化される、
即ち整合し、これにより前記波長変換層の照度がより均一になるという点において有利で
ある。例えば、前記光源は、ＬＥＤのような、固体光源で有っても良く、典型的にはラン
バーティアン様の光度分布パターンを提供する。
【００２５】
　一実施例によれば、前記波長変換層は、拡散手段を有していても良く、これにより前記
光源からの光が前記波長変換層によって、より広い強度分布に散乱される。前記拡散手段
は、前記波長変換層内における散乱粒子、散乱表層構造（例えば、凸凹表面）及び／又は
空隙であっても良い。代替的には又は補足として、別個の拡散層が、前記波長変換層の外
側、即ち前記波長変換層の前記光源に面していない側において、前記波長変換層の外側に
配されることができる。このような拡散層は、例えば、ホログラフィー的に作られた拡散
面、又は単に散乱粒子を有する光学層又は散乱表層構造であっても良い。本実施例におい
て、前記拡散手段は異方性のものであっても良く、このことは、線型の光源に有利であり
、前記拡散手段は、管の長手方向に光を散乱させるのに適応化されていても良い。
【００２６】
　光分布を整形するために、前記照明装置は、プリズムのような、光学構造体を有してお
り、好ましくは、前記波長変換層の外側に配されることができる。このような光学構造体
は、何らかの所望の方向に光を屈折させるように適応化されることができる。
【００２７】
　本発明の一実施例によれば、前記照明装置は、更に、前記光源及び前記波長変換層を囲
んでいるエンベロープを有しており、これにより前記波長変換層は、損傷からより良好に
保護される。前記エンベロープは、何らかの所望の形状を有することができ、前記波長変
換層の曲線の形状に必ずしも従わなくても良い。従って、エンベロープは、直線型の照明
装置の場合、例えば、従来の半円形の形状を有することができ、これにより当該照明装置
は、従来の照明装置の外観を有する。任意には、前記エンベロープは、先の実施例に記載
された拡散手段を有し得る。
【００２８】
　本発明の一実施例によれば、空隙のような、間隙が前記波長変換層と前記エンベロープ
との間に規定され、これにより前記波長変換層及び前記エンベロープは、自身の間の光学
的接触を不能にするように物理的に離されることができる。従って、前記波長変換層の外
面及び前記エンベロープの内面は、空隙又は何らかのガス若しくは真空を有する間隙を設
けるように物理的に離されることができる。代替的に又は補足として、前記波長変換層の
前記エンベロープに面している表面は、平坦でない表層構造（例えば、粗い）を有するこ
とができ、これにより前記波長変換層と前記エンベロープとが互いに近い場合でさえも、
前記波長変換層と前記エンベロープとの間の光学的接触を減少させる。本開示において、
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「光学的接触」なる語は、類似の屈折率を有する２つの光学体間の物理的接触を意味して
おり、前記２つの光学体間の境界にわたって進行する光の屈折がまさに僅かである、即ち
無視できる、又は全く無いことを意味する。前記波長変換層と前記エンベロープとの間の
光学的接触は、強度及び色の両方に関して光分布に影響を与え得るので、好ましくは減少
されることができ又は回避すらされることができる。
【００２９】
　一実施例によれば、照明装置は、直線型の照明装置であっても良い。従って、当該照明
装置は細長い形状を有することができ、前記光源は一列に配されることができる。このよ
うな直線型の照明装置の、前記照明装置の長手方向に対して垂直な平面に沿ってとられた
断面を見ると、前記光源は、点状光源に類似しており、これにより前記照明装置の長手方
向に対して垂直な方向における波長変換層にわたる照度は、より均一である。更に、波長
変換層は細長くされることができ、前記波長変換層が交差する前記平面は、前記波長変換
層の長手方向に対して垂直であっても良く、これにより前記波長変換層の照度をより均一
にする。細長く湾曲されたもの又は環状（torus）に成形されたもののように、光源が一
列に配されている限り、前記直線型の照明装置は、如何なる所望の形状を有していても良
いことが理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】従来技術による照明装置の断面図である。
【図２】本発明の一実施例による照明装置の断面図である。
【図３】本発明の一実施例による曲線の形状が表されている極座標系を示している。
【図４】本発明の他の実施例による照明装置の断面図である。
【図５】本発明の更に他の実施例による照明装置の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　本発明のこの及び他の見地は、以下で、本発明の実施例を示している添付の図面を参照
して更に詳細に記載される。
【００３２】
　全ての図は、必ずしも縮尺で描かれているというわけではなく、全体として本発明を説
明するために必要である部分のみを示しており、他の部分は省略される又は単に示唆され
るのみであり得る。
【００３３】
　図１を参照して、従来技術による照明装置が記載される。図１は、直線型の照明装置１
の長手方向に対して垂直な平面に沿った断面図である。照明装置１は、青色ＬＥＤ１２（
即ち青色光を発するＬＥＤ）と、駆動電子部品（図示略）のためのキャビティ１４を備え
るヒートシンク１３と、ＬＥＤ１２を囲んでいるエンベロープとしても機能する波長変換
層１１とを有している。波長変換層１１は、照明装置１からの光出力の特定の色を提供す
るために、黄色蛍光体、即ち、好ましくはＬＥＤ１２の青色光から、光子の吸収に応じて
黄色光を発する蛍光体のような、波長変換材料を有する。ＬＥＤ１２から波長変換層１１
までの距離はＲで示されており、ＬＥＤ１２の光軸１０に対する角度はφによって示され
ている。波長変換層１１の断面は半円形であり、距離Ｒは角度に関係なく同じであり、従
って、波長変換層１１全体において一定である。ＬＥＤは、典型的にはランバート型の光
度分布を有するので、ＬＥＤ１２が点灯される場合、波長変換層１１は不均一に照明され
、これによりエンベロープ全体における色の勾配が目に見える。典型的には、波長変換層
のＬＥＤ１２に対向する部分又はＬＥＤ１２の前方における部分は、エッジ近傍の部分よ
りも青くなり、前記エッジ近傍の部分は、横方向におけるよりも前方の方向においてより
高いＬＥＤ１２の光度のために、より黄色になるであろう。
【００３４】
　図２を参照して、本発明の一実施例による照明装置が記載される。図２は、管ランプの
ような、直線型の照明装置２の長手方向に対して垂直な平面に沿った断面図である。光源



(8) JP 6228598 B2 2017.11.8

10

20

30

40

50

２２は、照明装置２内で列又は線状において、好ましくはピッチ（即ち光源２２間の距離
）を有して配されており、前記ピッチは、照明装置２のエンベロープの表面における可視
的な点を減少するように十分に小さい。図２の断面図は直線型の照明装置２の長手方向に
対して垂直にとられているので、１つの光源２２のみが当該図において見えている。
【００３５】
　照明装置２は、更に、光源２２を駆動するための電子部品（図示略）が内部に配されて
いるキャビティ２４を規定しているヒートシンク２３と、波長変換層２１と、前記波長変
換層２１及び光源２２を囲んでいるエンベロープ２５とを有する。前記波長変換層２１は
、光源２２からの光の波長を所望の色に変換するための波長変換材料、又は例えば蛍光体
色素（例えば、ＹＡＧ：Ｃｅ）及び／又は発光染料のような発光材料を有する。
【００３６】
　波長変換層２１の形状は、有利には、波長変換層２１の、図１を参照して記載された従
来の装置において得られるものよりも均一な照度を得るように、前記光源の光度分布パタ
ーンに適応化される。本実施例において、波長変換層２１は、式４： 

【数８】

によって、光源２２に中心をとった極座標系において与えられる曲線において、光源２２
を通って延在していると共に光源２２の光軸２０と平行である架空の平面（fictitious p
lane）と交差する。ここで、ｋは定数、φは光軸２０に対する角度、Ｄは曲線のゼロから
最大値Ｒｍａｘの２０％までにわたる偏差である。図２に示されている当該実施例におい
て、波長変換層２１が交差する平面は、線型の照明装置２の長手方向に垂直であり、従っ
て、当該図における断面がとられている平面に平行である。定数ｋは、波長変換層２２の
適切な大きさ及び／又は光源２２から波長変換層２１までの適当な距離を得るために適応
化された値に設定されることができる。例えば、定数ｋの値は、波長変換層２２における
所望の照度Ｅと、式７：

【数９】

による光源２２の遠距離場光度Ｉ０とに基づくものであっても良い。
【００３７】
　図３は、極座標系において表される式１により規定される曲線３２を示している。この
非限定的な図示において、前記定数はｋ＝1に設定され、前記偏差はＤ＝０に設定されて
いる。図２及び図３の両方において見られるように、曲線の最大値Ｒｍａｘにより表され
ている、極座標系の極に位置されている光源２２から波長変換層２１までの最大距離は、
光源２２からの光度が最も高い所であるφ＝０において、光源２２の前又は上方にある一
方で、光源２２から波長変換層２１までの距離は、光源２２からの光度が最も低くなるφ
＝９０°又はφ＝２７０°（本開示において、φ＝－９０°とも称される）において、少
なくとも殆ど０である。
【００３８】
　比較のために、図１を参照して記載された従来技術の波長変換層の形状を表している曲
線３１も、極座標系において表されている。図３及び図１の両方において見られるように
、曲線３１により表される光源１２と波長変換層１１との間の距離は、φ＝９０°からφ
＝２７０°まで一定である。低い及び高い角度における等しい距離は、波長変換層１１の
照度は、低い角度、即ちφ＝０に近い角度において比較的低く、高い角度、即ちφ＝９０
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°及びφ＝２７０°に近い角度において比較的高いことを意味する。
【００３９】
　図４を参照すると、本発明の実施例が記載されている。図４は、図２を参照して記載さ
れた照明装置２と類似であるが、ヒートシンク４３が、光源４２からの光をさえぎるのを
より少なくするように配されている点において異なる照明装置４であって、光源４２がヒ
ートシンク４３に対して僅かに持ち上げられている照明装置４を示している。本実施例に
よれば、より多くの光が光源４２の光軸４０と平行な前方の発光方向に対して後方に発さ
れるように、ヒートシンク４３の横方向の拡張又は幅が減少されている。従って、より全
方向性の光分布が得られる。更に、光源４２が配されるベースは、反射器４６によって覆
われており、当該反射器４６は、照明装置４から光出力を増大させるために、拡散性又は
鏡面性であっても良い。波長変換層４１は、図２を参照して記載された実施例におけるよ
うに構成されることができる。エンベロープ４５は、波長変換層４１及び光源４２を覆う
ように配されている。
【００４０】
　図５を参照して、本発明の他の実施例が後述される。図５は、図２を参照して記載され
た照明装置２と類似であるが、波長変換層５１が、より狭い角度において式１により規定
される曲線と交差している点において異なる照明装置５を示している。好ましくは、波長
変換層５１は、光源の光軸５０に対して、少なくともφ＝－３０°（φ＝３３０°とも称
される）からφ＝３０°まで、好ましくはφ＝－６０°（φ＝３００°とも称される）か
らφ＝６０°まで、更に好ましくはφ＝－７５°（φ＝２８５°とも称される）からφ＝
７５°までにおいて前記曲線と交差し得る。しかしながら、本実施例においては、波長変
換層５１は、大きくてもφ＝－８０°（φ＝２８０°とも称される）からφ＝８０°まで
において、前記曲線と交差し得る。前記曲線との更に制限された一致は、光源５２と、波
長変換層５１のエッジ５７、即ち式１による湾曲された形状は式１により規定される前記
湾曲された形状が終わるエッジ又は終点との間に空間を提供し、波長変換層５１から光源
５２までの最も近い距離は、例えば、図２を参照して記載されている実施例と比較して増
大される。光源５２により生成される熱が波長変換層５１における蛍光体組成の安定性を
経時的に徐々に劣化させ得るので、波長変換層５１のエッジ５７を光源５２及びヒートシ
ンク５３から分離することが有利である。波長変換層５１のエッジ５７と光源５２が配さ
れているベースプレートとの間において、反射器５６（例えば、拡散性又は鏡面性のもの
）又は半透明の拡散器（図示略）が、照明装置５からの光出力を増大させる波長変換層５
１を支持するように配されることができる。以下で、本発明の更なる実施例であって、先
述された実施例の何れとも組み合されることができる実施例が記載される。
【００４１】
　好ましくは、前記ピッチと、前記光源から波長変換層までの最大距離Ｒｍａｘとの比は
、線型の照明装置に沿ってより均一な同一の色分布又は変換を提供するために、Ｒｍａｘ
は

である。更に、前記光源は、好ましくは、列のコンフィギュレーションにおいて等間隔に
配されることができる。
【００４２】
　前記波長変換層は、散乱粒子（例えば、ＴｉＯ２又はＡｌ２Ｏ３）、空隙及び／又は散
乱表層構造のような、拡散手段を有することができる。前記拡散手段は、波長変換層内に
配されても良く、又は前記波長変換層上に塗布された別個の層であっても良い。拡散手段
が、代替的に又は補足として、前記波長変換層に存在する何らかの色の不ぞろいさ又はア
ーチファクト及びこれによる光の輝度分布を更に滑らかにするように前記エンベロープに
配されることもできる。更に、波長変換層及び／又はエンベロープは、照明装置の遠距離
場強度分布を調整するために所望の方向において、光を拡散する及び／又は色の均一性を
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改善するために、プリズム、レンチキュラー又はホログラフィー的に作られた構造のよう
な、光学構造体を有していても良い。前記波長変換層と前記エンベロープとの間の光学的
接触の質を低減させるために、前記波長変換層の外面及び／又はエンベロープ２５の内面
は、少なくとも２つの光学部品が互いに隣接している領域において粗いものであっても良
い。代替的には、空隙が、光学接触を避けるために前記波長変換層と前記エンベロープと
の間に規定されることもできる。更に、前記波長変換層及び／又は前記エンベロープは、
押出加工された光学カバーであっても良く、即ち軟質材料を均一な厚さ又は角度φに依存
して変化する厚さを備える所望のプロファイルを有する開口部を通るように押出すること
により製造されたで光学カバーであっても良い。
【００４３】
　当業者であれば、本発明が上述の好ましい実施例に限定されるものではないと理解する
であろう。逆に、多くの変形及び変化は、添付の請求項の範囲内で可能である。例えば、
曲線の形状及び前記波長変換層の大きさの例と、図２を参照して記載された照明装置の他
の構成要素とは、他の記載された実施例の何れにおいても適用可能である。

【図１】

【図２】

【図３】
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